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１．授業づくりの「しかけ」と子どもの自己調整 

 

 

 

 

 

 

本実践では，「自ら学び続ける子どもの育成」

を実現するために，知識の形成に至る認知的な論

理的側面だけでなく，密度の濃い情動の発生とい

う非認知的な情動的側面を単元の学習活動に位置

づけた。よりよい漁業を目指して問題解決に取り

組む人々との出会いやそれぞれの問題意識に基づ

いた調査活動を通して，様々な場面で自ら学びに

向かう子どもたちの姿が見られた。 

 

・和歌山の漁業は大丈夫？プロジェクトスタート 

スーパーの広告を使った調査活動を通して，自

分たちにとって身近な和歌山県でも多くの種類の

魚がとれていることに気付いた子どもたちは，

「和歌山の漁業についてもっと詳しく知りたい」

という思いをもった。そこで，県振興局の方をお

招きし，和歌山の漁業の現状などについて教えて

いただく時間を設定した。その中で，和歌山県の

漁獲量が全国 32 位であることを知った子どもた

ちは，和歌山の漁業に対する危機感を抱いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊授業後の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

N 児以外にも 9 名の子どもが「漁業を守るため

の活動がしたい」という言葉を記していた。実際

に問題解決に取り組む人の生の声を聞くことで，

和歌山の漁業に対する危機感をもち，自分たちに

できることを考える姿につながったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本実践における授業づくりの「しかけ」 

・問題解決に取り組む外部人材との出会い 

・必要な情報を得るための調査活動 

⇒密度の濃い情動が発生し，多くの場面で自己

調整を発揮しながら学習を展開できる 

 

本実践の主張点 

外部人材とのかかわりや調査活動を単元に

位置づけることで，自己調整における「気付く」

場面が充実し，問題解決に向けて自ら学び続け

る姿が見られるであろう。 

振り返りやすい方を書く。 

休み時間も，振興局の方に疑問に思ったこと

を積極的に質問する子どもの姿が見られた。

支える活動があることがわかりました。～中

略～農林水産業の全 

振興局の人の話を聞いて，海を守る活動や

漁師を支える活動があることがわかりまし

た。～中略～ 農林水産業の全てで後継者が

減少しているようです。昔では 7000 人ほどい

た漁師が今は 2400 人まで減っているそうで

す。私もこれからの水産業を守っていけるよ

うに積極的に活動に参加したいです。（N 児） 

 

私は自給率の低下に漁業の問題が関係して

いると思います。～中略～ 和歌山の漁業を

守るために 3 つのことをすればいいと思いま

した。一つ目は，骨が嫌で魚を食べる人が減

っているので，寿司や刺身をアピールする。2

つ目は，後継ぎの減少を止めるために私たち

の世代が「漁師の仕事は楽しい」と思えるよ

うにアピールする。3 つ目は，環境を守る。

環境の悪化によって日本の漁業がピンチにな

っています。この問題を解決するためには，

呼びかけが大切だと思いました。（R 児） 

 



R 児（叔父が漁師ということもあり，漁業の学

習における問題意識が高かったようである）は，

和歌山の漁業を守り続けていくために必要な取り

組みとして「①魚食離れを防ぐ②後継ぎ問題の解

決③環境の保全」を挙げている。N 児や R 児の

振り返りをもとに『５B 和歌山の漁業 守り続け

るプロジェクト』がスタートした。 

 

・失礼のないように依頼したい！国語科との関連 

 全体で学習計画について考える中，プロジェク 

トを達成するために，「実際に漁業に携わる方」 

「海の環境について危機意識をもつ方」に出会う 

必要があることが確認された。ここで子どもたち 

の学びの主体性を高めるために，「ゲストティー 

チャーへの依頼は自分たちでする」というしかけ 

を行った。子どもたちからは，「どんなことを教 

えてもらいたいかはっきりしておいた方がい 

い。」「いつ来てもらうかも決めておく必要があ 

る。」「失礼のないようにきちんとした言葉遣いで 

話さなければならない。」等の意見が出された。 

そこで，ゲストティーチャーの方に何を教えても 

らいたいかを確認する話し合いがもたれた。子ど 

もたちは，これまでの自分たちの学びを省察し， 

より問題意識をもって，ゲストティーチャーの方 

と出会う準備を進めることができた。また，「失 

礼のないようにきちんとした言葉遣いで依頼す

る」を達成するために，国語科「敬語」の授業で

は，「ＫさんやＮさんにきちんとしたした言葉で

依頼できるよう敬語を学ぼう。」という学習問題

が設定された。子どもたちにとって，学ぶ必要性

を感じにくい敬語の学習であるが，「ゲストティ

ーチャーの方に失礼のないように依頼したい」と

いう思いが伴った学習であったため，使うべき敬

語について真剣に議論する姿が見られた。 

後日，漁師の方が来校された際，「丁寧に話して

くれて嬉しかったです。みんなの敬語は素敵です。」

という評価をいただいた。子どもたちも「敬語」で

話すことの良さを実感できていたようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・漁師さんはすごい！漁師 K さんとの出会い 

 一本釣り漁業に携わる K さんは，代々続く漁 

師の家系で生まれ，自身も 16 歳から漁師として

海に出ている。授業では 40 年以上，和歌山の海

で漁業を続けてきた経験から感じたことやこれか

らの漁業への思いを「本音」で語ってくださっ

た。K さんの話を聞く子どもたちの表情は真剣そ

のもので，普段，論理的な学びを得意とする子ど

もからも「やっぱり人っていろんな思いをもって

仕事しているんや。」という声が聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

K さんが実際に魚をさばく様子をタブレッ

トで撮影し，「これがプロの技」というタイト

ルで家庭学習を行う子どもの姿も見られた。  

ゲストティーチャーへの依頼のために必然

性をもって「敬語」を学ぶことができた。 

  



＊授業後の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一番心に残っているのは」という表現から，K

さんとの出会いが情動を伴う学びであったことが

読み取れる。また，「私ももっと海を大切にしよ

うと思いました」という表現からは，問題解決に

向けて本気で取り組んでいる人に影響を受け，自

身の生き方につなげようとする姿がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

K 児は，K さんとの出会いを通して，漁業の問

題を「自分とかかわりのある問題」として捉える

ことができている。K 児の学びは，まさに社会科

が目標とする「自分事として社会的事象を捉え，

考える姿」である。出会いを通して，心が動いた

からこその「自分事の学び」であると考える。 

・授業外でも自ら学びはじめる子どもたち 

 本学級では「自分から進んで学んでいく力を身

に着ける」ことを目的として，4 月から探究ノー

トに取り組んでいる。（週末に自分の気になるテ

ーマについて調べ，考えたことや感じたことをふ

り返る。朝の会等で，それぞれの探究を発表し合

い，感想を伝え合っている。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「５B 和歌山の漁業守り続けるプロジェクト」が 

スタートして以来，この探究ノートを活用して 

漁業についてのそれぞれの疑問について考えてく

子どもが増えた。「漁師の年収 一体いくら？」

「漁業と環境問題のつながり」「苦手な魚をおい

しく食べるには？」等テーマは多岐にわたり，授

業と授業の「間」を生かした学びが見られた。 

さらに，論理的な学びが苦手で普段は積極的に

学びに参加できない H 児が家庭で魚食離れを止

めるためのポスターを作成してきた。H 児にその

理由を尋ねると「K さんとか海でがんばっている

人たちを何とかするためにがんばりたかったか

ら」という答えが返ってきた。このような姿が見

られたのも人と出会い，人の思いを聞くことで，

学びが自分事になったからこそであると考える。 

一番心に残っているのは K さんが，釣って

きた魚をさばいてくれたことです。なぜならテ

レビとかの企画でやっているのは何回も見た

ことがあったけれど，生で見たことがなかった

からです。魚をさばいてくれた時に，豆知識み

たいなことをたくさん教えてくれました。それ

は「さっき釣った魚より，１～２日魚を泳がせ

た方がおいしい」ということです。なるほどと

思ったので，スーパーとかに行ったときにこの

知識を生かしていきたいと思いました。今日

は，K さんが来てくれてとても勉強になりまし

た。そして，私ももっと海を大切にしようと思

いました。（U 児） 

K さんの話を聞いて，漁業は自分たちとつな

がっているのだと思いました。よくよく考えて

みると，環境問題も後継ぎ問題も自分たちとか

かわっていると思いました。なので，海に漁に

行っている漁師さんに「がんばれ」という声を

かけるかわりに，漁業の問題を自分たちで解決

していく。自分たちで漁を支えていくことが大

切だと思いました。そんなことを思いながら，

後継ぎ問題の解決策を考えました。これも漁業

の支えになるとうれしいです。（K 児） 

それぞれの探究を発表し合い，意見を伝え合

う。ここでの交流が次の探究テーマを見つける

きっかけになることもある。また，最近はタブ

レットを使用し，動画資料等も活用しながら発

表する姿も見られるようになってきている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本当の豊かさとは？N さんとの出会い 

栽培漁業センターで働く N さんは，センター

での取り組みだけでなく，ここ数年肌で感じてい

る海の変化についてもお話しくださった。N さん

の話から人々の便利さと引き換えに海の環境が悪

化していることを知った子どもたちは，自分たち

の生活の在り方についても考えを深めていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊授業後の子どもの振り返り 

 

M 児は，探究テーマ設定の理由について，

「漁業の昔と今のちがいを知ることでプロジ

ェクトに役立つ」を挙げている。クラス全体で

取り組む学習の解決のために自分に何ができ

るかを考え，テーマを決める姿からは，自己調

整を発揮しながら学びに取り組む姿が見受け

られる。また，この他にも環境問題に関わるゲ

ストティーチャーの仕事（栽培魚魚）について

事前に調べ，聞いてみたいことを整理する学び

や魚が食卓に並ばない理由を母親にインタビ

ューする子どもの姿が見られた。 

H 児が作成したポスターの一部である。はじ

めは，手書きで進めていたが，作成していく段

階で「できるだけ多くの人に伝えたい」という

思いをもち，タブレットを使って複数のポスタ

ーを作成することにしたようである。 

N 

N さんは「あくまで個人の意見ですが・・・」

と前置きをした後，海の変化を本音で語ってく

ださった。子どもたちからは，「人間が求めて

いる豊かさって何？」という声も聞かれた。 

N さんは，センターで栽培しているアワビも

持参してくださった。本物のアワビに触れた子

どもたちは夢中になって学びを進めていった。 



※授業後の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科は，社会の在り方について理解させるこ

とはもちろん，人間としての生き方についても深

く考えさせる教科である。A 児は，N さんとの出

会いを通して，自然と共生する生き方について考

えを深めることができている。また，「自分たち

で・・・」や「みんなで力を合わせる・・・」と

いった記述からは，海の環境の悪化を自分事と捉

え，問題解決のためにできることを考えている様

子が見受けられる。N さんの「本音」に触れるこ

とで，密度の濃い情動が発生したと評価してい

る。この学習後，A 児は 3 回にわたって海の環境

問題について探究ノートへまとめ，多くの知識を

獲得していった。情動を伴う学びが原動力とな

り，教師が指導しなくとも自ら知識を獲得してい

く姿が見られたのである。このような学びの姿こ

そ，本実践で目指す「自ら学び続ける子ども」の

姿である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんどの子どもが N さんの授業を通して一

番心に残ったこととして，「海の環境問題」を挙

げていたに対し，K 児は「N さんが仕事をはじめ

た理由」が一番心に残っていると記している。T

児は，N さんと出会いを通して，様々な職業に興

味をもち，その仕事に携わる人々の思いについて

迫る探究をスタートさせた。探究ノートを発表す

る際は，「いろんな仕事があるけど，みんなその

仕事に対して思いがある。それは一緒のこと。」

と発言する姿も見られた。T 児も A 児同様，人と

の出会いをきっかけとして，自身の生き方（職業

観）について考えを深めることができている。 

令和の教育として個別最適な学びが挙げられて

いるが，当然ながら同じ学習をしていてもそれぞ

れが感じることには違いがある。このような「違

い」が「伝える必然」「聞く必然」につながり，

協働的な学びをより豊かなものにしていくと考え

る。実際，お互いの発表を聞き合った子どもから

は「自分にはそういう考えはなかったから，考え

を広げるためにもやっぱり伝え合うって大切だと

思う」といった声が数多く聞かれるようになり，

他者と協働することの「良さ」を実感しながら学

びに向かう姿が見られるようになってきている。 

 

２．本時における「しかけ」と子どもの自己調整 

本時では，互いの立場を明確にした話し合い活

動をとおして，「持続可能な漁業のためには自分

自身が主体となって諸問題と関わっていく必要が

あることを実感させる」ことを学習のゴールと設

定し，以下２つのしかけを行った。 

 

 

 

 

 

子どもたちが話し合い活動をとおして学びを深

めていくためには，話し合いの必然性を感じる必

要がある。これまでの学びをとおして自分らしい

私は N さんの話を聞いて，自然を守ること

は何かを考えました。私は，その答えは「本当

の豊かさを取り戻す」ということだと思いま

す。ここでいう本当の豊かさとは，生き物中心

の世界のことです。今は，人間中心の社会によ

り，自然が守られていないと感じています。こ

れは，私たちが便利を求めすぎた結果だと思い

ます。自分たちでやってしまったことは，自分

たちでもとに戻そうではないかと思います。で

も，１人の力じゃ無理ので，今こそみんなで力

を合わせるときだと思いました。（A 児） 

今日ぼくは，N さんにいろいろなことを教え

てもらいました。中でも N さんが仕事を始め

た理由が心に残っています。魚や生き物が大好

きだった少年時代から，魚に関する仕事が将来

の夢になっていたそうです。でも昔とちがっ

て，海がきれいではなくなっているということ

を教えてくれました。ぼくも環境について対策

をやらないとダメだと思いました。（T 児） 

本時における授業づくりの「しかけ」 

①それぞれの考えの違いを可視化する 

②書く活動をとおして，本時における学習の深

まりを自覚させる 



考えをつくってきた子どもたちの意見を，思考ツ

ールを使って表現させることで，それぞれの考え

が可視化され，共通点や違いを明確にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の終末には学習問題に対する考えを書かせ

る時間を設定した。単元や本時の学習をとおして

学んだことを振り返り，自分のことばで表現させ

ることで，これまでの思考や解決プロセスをモニ

タリングし，リフレクションすることができると

考えたからである。以下に 3 人の子どもの授業前

後の学びの変容について示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前時では，魚離れを止めることが一番大切とし

つつも，「とめるのはかなり難しい」と記してい

るが，本時の振り返りには，「きれいごとだとか

無理だと思っている人がいるから，そうではなく

できないかしっかり考えることが大切」というプ

ロジェクト成功への思いが記されている。 

 S 児は，情動的側面の学びではなく，論理的側

面の学びを得意とする子どもである。道徳科でも

常に合理的に物事を判断し，伝統産業を取り扱っ

た学習では，「利益が出ない伝統を無理して続け

ていく理由が分からない」と発言した。しかし，

「N さん K さんの思いも足して考えたらもっと

深まるかも・・・」という振り返りからは，漁業

に本気で向き合う人との出会いを通して情動的側

面の学びを豊かにしていることが読み取れる。  

また，S 児の「今までこんなことをした人を調

☆前時（プロジェクトで一番大切なことは？） 

ぼくは「環境・後継ぎ・消費者」から「消

費者・環境・後継ぎ」に変わりました。理由

は，今回の魚離れ調査でかなり魚離れが進ん

でいることを感じたからです。この魚離れは

止められるならいいけど，とめるのはかなり

難しいと思います。今は，魚よりもおいしい

と食べ物を食べる人が増えているからです。 

↓ 

★本時（プロジェクトで一番大切なことは？） 

ぼくはこのプロジェクトを成功するために

は，いままでにこんなことをした人を調べたり

聞いたりしてヒントをもらえばいいと思いま

す。いなかったらこのことを全員でしっかり考

えてみたらいいと思います。理由は，プロジェ

クトについて「きれいごとだ」とか「無理だ」

と思っている人がいるから，そうではなくでき

ないかしっかり考えることが大切だと思った

からです。N さんと K さんの思いも足して考

えたらもっと深まるかも・・・（S 児） 

本時では，和歌山の漁業を守り続けるプロジ

ェクトを達成するために，「①消費者の減少を

何とかすべき②後継ぎ問題を何とかすべき③

環境問題を何とかすべき」のうちどの取り組み

が大切かを話し合った。子どもたちは，本時ま

でにそれぞれの取り組みの優先順位をランキ

ング形式で表している。本時では，自分が１位

にランキングした項目に，名前カードを置くと

ころから学習をスタートさせた。 

それぞれの考えが可視化されたため，授業前

半に取り入れたペア・グループ学習では「自分

と同じ意見をもつ仲間と話し合うことでより

考えを深める子ども」「自分とは違う意見をも

ち仲間と話し合うことで，考えを広げる子ど

も」など話し合う相手を自分で取捨選択し，学

びに向かう姿が見られた。また，この段階で自

分の考えに変化が生まれ，意見を変える子ども

の姿も見られた。このような姿は，他者との協

働を通し自己調整が働いた姿であると考える。 



べたり聞いたりしてヒントをもらえばいいと思い

ます。」という記述をもとに，学級全体で持続可

能な取り組みの成功事例について調べる活動がス

タートしていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前時では，魚食離れが漁師の減少につながるこ

と（漁師の収入が減少数するため）が理解できて

いないが，本時の振り返りでは，「３つを少しず

つしていけばなおるかなと思って・・・」と記し

ていることからも分かる通り，すべてつながりの

ある問題であることに気付くことができている。

また「だからこそ世界を変えるのは大変と言われ

ているんだんなと思えました。でも，世界を変え

るために考えていきたいと思います。」という記

述からは，大変なことがあるがそれに立ち向かい

状況を変えていきたいという思いが伝わってく

る。このような姿も問題を自分事として捉えてい

る姿であると評価している。 

Y 児は，授業中に全体で一度も発表していな

い。研究発表会に向けた動画編集時にも一見する

と仲間の発表を聞いていないようなそぶりも見ら

れた。しかし，振り返りの記述からは，仲間の発

表を受け自分の考えを再構成している様子が見受

けられる。このような学びの事実から，あらため

て目にうつる姿だけで子どもを評価することの危

うさを実感することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆前時（プロジェクトで一番大切なことは？） 

ぼくは「後継ぎ・環境・消費者」で前とは

変わりました。なぜなら漁師がいなくなると

魚すら食べれなくなるし，海に魚がいなくな

っても魚が食べられないからです。そしてな

ぜ食べる人の減少を最後にしたかというと食

べる人が少なくなっても魚が食べれる。アン

ケートをしたけど魚が好きな人が意外といた

ので最後にしました。 

↓ 

★本時（プロジェクトで一番大切なことは？） 

ぼくは研究授業をして思ったことが２つあ

りました。１つ１つずつやっていくとだめなん

じゃないかということです。なぜなら環境問題

をよくしても漁師がこんどはいなくなる。でも

漁師が増えるときには食べる人がいなくなる。

だから一つずつは無理なんじゃないか。だから

３つを少しずつしていけばなおるかなと思っ

て，その理由は何人も人が必要だからです。だ

ってたった一人がやったとしても変わりませ

ん。10 人でも 100 人でも和歌山の人，全員く

らいいないと達成できない。もしできたとして

もリバウンドしてしまったらまた一から。だか

ら本当に守り続けていくのは難しいんじゃな

いかなと思いました。だからこそ世界を変える

のは大変と言われているんだんなと思えまし

た。でも，世界を変えるために考えていきたい

と思います。（Y 児） 

☆前時（プロジェクトで一番大切なことは？） 

私は，前と変わって全部大切だけど①の魚を

食べる人の減少問題をなんとかしなくてはと

思いました。環境が昔のようになっても意味な

くはないけど魚を食べる人を増やせたり漁師

を増やせたりするわけではないと思うからで

す。もちろん環境はいいほうがいいけど，後継

ぎ問題・環境問題が解決しないとプロジェクト

ができないからです。なのでこの順番です。 

↓ 

★本時（プロジェクトで一番大切なことは？） 

私はプロジェクトが達成できるかわかりま

せん。なぜかというと H ちゃんがポスターを

つくっているのはすごくいいことだけど，ふつ

う道を歩いているときのポスターがあっても

見てる人が少ないと思うからです。だけど海も

守りたい，漁業も守りたいけど５B だけのみん

ながやってもそこまで意味がない。だからきれ

いごとなのかなと思いました。けれどもちろん

漁業を守り続けたいと思います。だからポスタ

ーより影響力があることをしたらいいと思う

けどそんなにないかなと思う。 



M 児は，プロジェクト開始当初から，問題を

自分事と捉え，自分たちにできることを積極的に

行っていく必要性を訴えてきた。また，「全部大

切だけど・・・」という記述からは，それぞれの

取り組みのつながりについても理解していること

が読み取れる。しかし，本時の振り返りでは，

「私はプロジェクトが達成できるかわかりませ

ん」や「だけど海も守りたい，漁業も守りたいけ

ど５B だけのみんながやってもそこまで意味がな

い。だからきれいごとなのかなと思いました。」

という記述が見られる。一見すると，前向きな思

いが変化したように思える振り返りであるが，M

児は５B プロジェクトを教室だけで完結する学び

ではなく，実社会に働きかける学びにしたからこ

そ，その難しさを実感し，問題についてより深く

考えを巡らせていると評価している。 

実際，M 児は授業終了後すぐに担任のもとを

おとずれ「参観しに来てくれた大人の人達に聞き

たいことがあります。聞きにいってもいいです

か？」と許可を求めてきた。（あいにく，先生方

もその後の予定があったため，すぐに教室を後に

したため，聞きたいことは聞けずじまいになって

しまった。）M 児は教室にいた数名の大人に「漁

業の未来につい本気で考えている大人はどれくら

いいますか？」と質問をしたかったようである。

先ほどの Y 児同様，本気で世界を変えたいからこ

そ，世界は簡単には変えられないことを実感し，

自分たちのできることをより深く考えている姿で

ある。「なかなか変えることが難しい社会を変え

るために自分はどのように社会とかかわっていく

か。」このような思いこそが主体的に社会的事象

について学び続ける原動力になると考える。 

 

３．まとめ 

本時において子どもたちが本当に話し合いたか

ったことは，「どの取り組みが大切か」（授業者

は，どの取り組みが大切かを話し合わせること

で，すべての取り組みが大切であることに気付か

せ，漁業衰退の問題を自分事として捉えさせるこ

とをねらいとした）ではなく，「５Ｂプロジェク

トを本当に実現することができるのか」というこ

とであった。授業の中盤にＩ児の発言を受け，子

どもたちの学びが能動的になる姿が見られた。そ

れは，I 児の発言が「本音」だったからこそであ

ると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら学び続けるための学習を展開していくため

には，このような子どもたちの「本音」が欠かせ

ないと考える。なぜなら「本音」には，学びを主

体的にする力があるからである。今回の実践で本

音が語られた理由として，人との出会いや調査活

動等を通して密度の濃い情動が発生したことが挙

げられるのではないだろうか。現在もプロジェク

トの達成のために取り組みを進めている子どもた

ちからは，「もう一度 2 人に会って話を聞かなけ

れば，本当に伝えていくべきことが分からな

い。」「もっと多くの人の思いも知りたい。」とい

った声があがっている。今後も自ら学び続ける子

どもを育成していくために，情動のストーリーを

構想していくようにしたい。 

I 児は，「水の勉強したときもそのときは使い

すぎたらあかんとかって注意してるけど，家帰

ったらお母さんとかずっと出しっぱなしにし

てんねん。大人は絶対そういうこと気にしてな

いと思う。」という『本音』を語った。この発

言をきっかけに，「持続可能ってよく言われて

るけど実際にやっている人はごく一部の人だ

け」「漁業を守る取り組みも実際，忙しくて関

係ない人は誰もやらないと思う。」といった子

どもたちの『本音』が次々と語られていった。 


